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放'-_-、いつでも知識を取り出せるように、

!

Yた4PX」軌跡の式
式、接線、媒介変数表示、性質についてよって求める軌跡の方程式は お 型

P>0として図示すると、|"

"

が""

F(p，0）とX=-Pからの
二距離が等しい点の

聶.の
式.

. 。

「※
を
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...匇（X,Y）についての必要十興 頂点
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盛行を求める.（良問1A2B

#

）

ftp.o）とX=Pから（xx）が等距離 か
☆な軸上に焦点が軸平行

⇐>NYT '=1×+P I 準線 な準線でも同様に
同値変形で導ける.



接進 ⇐> y。y_y。2=2p(x-X。） - _ - D

ば4pxの （Xo,go）での接線の式を ここで（Xo.Yo）は放物線上ゆえ
求める。 YE4PX。. これをDに代入して、
〈考え方の れ る = 興 を得る。

両辺 Xで微分して y。=0のとき接線は X=0となり、改革 = 4 P これも上の式に含まれる。 （X。=0，Pキ0より）

合成関数の微分
y。キ0とすると、 y2= 4 P X
（かる）=（Xo.Yo）のとき

鰶a-魏
式肉思
𦥯

T =2p（×+x)
l）をgoに T F E X oに

→ y。y=2p(xt X。） となる .-

y_y。 = if（×_×）



〈考え方20> ここで、 （Xi.Yi）（X2.Y2）を共に（Xo.yo)
X。キ 0 とすると、 放物線上に（Xo.Y。）に に限りなく近付けていくと、
十分近い2点（Xi，は、）（X at）をとり、 値は 器。 二 書 に近付き、
メ、くがくか、y、とYzはyoと同符号

とできる。 これが（Xo.y。）での接線の傾きになる。
よって接線の式は..、このとき放物線の

式に代入して［；
；！。
，の
蕪、

（以下考え方のと同じ. が 0のときもy、2= 4 P X l|yI = 4 Pに 含むことを確認）1辺は引いて 媒介変米籅（の1つ） →1文字で表せる！！
は、-yz）は、tに）=4P(X，-X)

y2=4px(p to） 上の点はメ、- K キ 0 かつ y , t Y、キ0 より a why？
"「岩 を満たす実

に藇実数全
体を とる .！器 = 、「

"

を得る。

が t52点を通る直線の平均変化
率 1対1にーー対応する

.

→ 2点を近付けていくと接線の傾き、 ☆×汝おくとyが2つになってしまう.



〈放物線の性質〉 接線の式は
a y=2p(x+が）.任意の点Aで この接線とX軸との交点.をBとおくと、
BのX座標は一台となる。

；！霑な！※
接線ながた

べ..（p_-）2+で
二等分する。...

!

ここで、
軸に平行に入って
きた電波は、 =だ。+ f+p2

放物
線で
反匊

逆に言うと、 と 焦 点に興 = （p+f）2焦点から発した電波を
→パラボラアンテナまとめて同じ方へとばせる。 「 放 物 線 Bド=（p+妒）2より.AにBF

⑧の言興 （p>0とする）
よって < FA B = L F B A .

A(ff,a）（aER）とおくと、 錯角より L F BA = L H A B

i . a F A B
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H A B D


